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八
月
一
三
日
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
国
交
正
常
化
合
意
（
以
下
、「
合
意
」）
を
発
表

し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
仲
介
の
下
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
（
以
下
、「
西
岸
」）
の
併
合

計
画
延
期
を
条
件
に
、
国
交
を
開
設
す
る
と
合
意
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
三
一
日
、
大
統
領
選
挙
の
情
勢
を
好
転
さ
せ
た
い
の
か
、「
合

意
」
推
進
の
中
心
役
と
な
っ
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ク
シ
ュ
ナ
ー
上
級

顧
問
は
、イ
ス
ラ
エ
ル
高
官
の
Ｕ
Ａ
Ｅ
訪
問
を
実
現
さ
せ
て
み
せ
た
。

 

「
合
意
」
成
立
は
、
か
ね
て
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が
ア
ラ
ブ
諸
国
と

の
幅
広
い
関
係
構
築
を
期
待
し
て
い
た
経
緯
か
ら
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
側
の
承

諾
が
鍵
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
「
合
意
」
の
Ｕ
Ａ
Ｅ
側
推
進
役
の
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ザ
ー
イ
ド
皇
太
子
は
、
そ
の
狙
い
と
し
て
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
「
西
岸
」
の
併
合
計
画
を
「
中
止
」
さ
せ
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
二
国
間
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
行
程
表
づ
く
り
に
合
意

し
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
は
、「
西
岸
」
併
合
計

画
は
「
延
期
」
し
た
の
み
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
和
平
交
渉
再
開
は

条
件
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
と
国
内
で
説
明
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
、
就
任
以
来
、
前
例
の
な
い
親
イ
ス
ラ
エ
ル
路
線
を
進
め
て

き
た
。
も
し
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
再
選
を
果
た
せ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル

神
戸
大
学
教
授

中
村　
覚

突
然
発
表
さ
れ
た
国
交
正
常
化
合
意
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
後
を
追
う
と
み
ら
れ
る
が
、

親
ア
ラ
ブ
勢
力
は
反
発
を
強
め
て
い
る
。

果
た
し
て
、
中
東
は
新
た
な
線
引
き
で
二
分
さ
れ
る
の
か
。

米
大
統
領
選
挙
は
中
東
情
勢
を
ど
う
動
か
す
か
。

な
か
む
ら　

さ
と
る　

東
京
外
国
語
大
学

卒
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
イ

ス
ラ
ム
圏
専
攻
に
て
博
士
号
取
得
（
国
際
文

化
）。
キ
ン
グ
サ
ウ
ー
ド
大
学
、
カ
タ
ー
ル
大

学
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
・
開
発
大
学
院
客
員

研
究
員
な
ど
を
経
て
現
職
。
近
著
に
『
国
境

を
越
え
る
危
機
・
外
交
と
制
度
に
よ
る
対
応
』

（
共
著
）、『
イ
ス
ラ
エ
ル・パ
レ
ス
チ
ナ
』（
監
修
）。

イ
ス
ラ
エ
ル
・
Ｕ
Ａ
Ｅ 
国
交
正
常
化
合
意
の
衝
撃

—
—

変
わ
る
の
か
中
東
の
勢
力
地
図



アメリカ大統領選挙と世界

81

が
時
期
を
見
計
ら
っ
て
「
西
岸
」
を
併
合
し
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら

く
容
認
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

 

「
合
意
」
に
対
し
て
は
、
そ
の
公
表
直
後
か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

政
府
と
ハ
マ
ー
ス
の
双
方
か
ら
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
を
見
捨
て
た
」
と

非
難
す
る
発
言
が
相
次
い
で
い
る
。
二
〇
〇
二
年
、
ア
ラ
ブ
諸
国
連

盟
は
、「
和
平
と
土
地
の
交
換
」
の
原
則
の
下
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が

パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
承
認
す
る
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
ア
ラ
ブ

諸
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
関
係
を
正
常
化
す
る
と
い
う
和
平
枠
組
み
を

提
示
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

だ
が
、
今
回
の
Ｕ
Ａ
Ｅ
に
よ
る
単
独
行
動
は
、「
西
岸
」
併
合
の

阻
止
と
「
二
国
家
解
決
案
」
の
ど
ち
ら
も
実
現
で
き
な
い
不
利
な
状

況
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
映
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

不
可
解
な
「
合
意
」
を
取
り
付
け
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
真
意
に
つ
い
て
は
、

イ
ラ
ン
包
囲
網
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
加
え
、
さ
ら
に
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
米
国
か

ら
Ｆ
35
戦
闘
機
の
購
入
契
約
を
取
り
付
け
る
な
ど
の
戦
略
が
目
的
だ

と
観
測
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
過
去
数
年
に
わ

た
り
、
国
内
治
安
対
策
の
た
め
の
国
際
協
力
を
続
け
て
い
た
と
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

親
イ
ス
ラ
エ
ル
の
バ
イ
デ
ン
の
動
き
は

　

民
主
党
の
大
統
領
候
補
バ
イ
デ
ン
氏
の
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
は
、「
二

国
家
解
決
案
」
に
沿
っ
た
和
平
交
渉
を
推
進
さ
せ
る
だ
ろ
う
か
。
バ

イ
デ
ン
氏
が
副
大
統
領
を
務
め
た
オ
バ
マ
政
権
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政

府
に
対
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
と
の
和
平
交
渉
を
再
開
す
る

よ
う
に
圧
力
を
行
使
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ
の
バ
イ
デ
ン
氏
が
も

し
も
大
統
領
に
就
任
し
た
ら
、
対
イ
ス
ラ
エ
ル
強
硬
派
と
な
る
の
だ

ろ
う
か
。
す
で
に
今
年
八
月
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
「
西
岸
」
の
併
合
に
反
対
す
る
、
と
発
言
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

だ
が
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
も
し
も
イ
ス
ラ
エ
ル
が
「
西
岸
」
を
併

合
し
て
し
ま
え
ば
、そ
れ
を
容
認
す
る
だ
ろ
う
と
観
測
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
治
や
イ
ス
ラ
エ
ル
・

ロ
ビ
ー
と
の
関
係
が
深
い
。
オ
バ
マ
政
権
内
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

対
す
る
圧
力
政
策
を
こ
と
ご
と
く
骨
抜
き
に
し
て
、
米
国
史
上
、
最

高
額
の
対
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
事
援
助
を
実
現
さ
せ
た
仕
掛
け
人
で
も
あ

る
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
が
大
統
領
候
補
指
名
を
確
実
に
し
た
後
、七
月
に「
民

主
党
党
綱
領
２
０
２
０
」
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
作
成
過
程
で
民
主

党
「
革
新
派
」（
親
ア
ラ
ブ
派
）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
西
岸
」
占

領
か
ら
五
三
年
目
に
し
て
、
初
め
て
民
主
党
党
綱
領
に
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
「
占
領
」
を
明
記
し
よ
う
と
画
策
し
た
。
だ
が
、
そ
の
加
筆

案
は
、
民
主
党
内
の
親
イ
ス
ラ
エ
ル
派
に
よ
っ
て
潰
さ
れ
た
。

　

民
主
党
の
一
般
党
員
の
間
で
は
、
米
国
の
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
圧
力
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を
強
化
し
て
「
二
国
家
解
決
案
」
を
目
指
す
世
論
が
多
数
派
に
な
っ

て
い
る
。
当
選
す
れ
ば
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
対
パ
レ
ス
チ
ナ
援
助
を

再
開
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、バ
イ
デ
ン
氏
の
外
交
政
策
ス
タ
ッ
フ
は
、

米
国
か
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
援
助
や
軍
事
支
援
を
無
条
件
に
継
続

す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
も
し
も
バ
イ
デ
ン
氏
が
大
統
領
に

当
選
し
た
場
合
、「
二
国
家
解
決
案
」
が
放
置
さ
れ
た
り
、「
西
岸
」

が
併
合
さ
れ
た
り
し
て
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
圧
力
を
加
え
る

見
込
み
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、ト
ラ
ン
プ
氏
と
バ
イ
デ
ン
氏
の
ど
ち
ら
が
当
選
し
て
も
、

米
国
は
、
い
ず
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
「
西
岸
」
併
合
の
実
施
を

容
認
し
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
和
平

交
渉
が
再
開
す
る
見
込
み
も
ま
た
、
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。

形
成
さ
れ
る
反
ト
ル
コ
陣
営

 

「
合
意
」
に
関
わ
る
も
う
一
つ
の
憶
測
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
関

わ
る
。
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
行
動
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
い
ず
れ
イ
ス
ラ
エ

ル
と
国
交
正
常
化
に
踏
み
出
す
た
め
の
前
哨
で
あ
る
、
と
い
う
見
方

で
あ
る
。
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
バ
ー
レ
ー
ン
は
、
ア
ラ
ビ

ア
湾
岸
諸
国
協
力
評
議
会
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
の
中
で
も
対
イ
ラ
ン
強
硬
派

で
あ
る
。「
合
意
」
は
、
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関

係
正
常
化
の
呼
び
水
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
ア
ラ
ブ
と
イ
ス

ラ
エ
ル
の
数
十
年
に
わ
た
る
対
立
関
係
は
、
対
イ
ラ
ン
包
囲
網
を
強

化
す
る
た
め
に
、
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。

　

一
直
線
に
進
む
と
い
う
予
測
は
立
て
に
く
い
。
ま
ず
、
イ
ラ
ク
と

シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ン
の
影
響
力
が
強
く
、

反
イ
ス
ラ
エ
ル
側
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
一
年
以
降
、
中
東
の
政
治
地
図
は
、
イ
ラ
ン
と
の
距
離
感

を
め
ぐ
り
、
二
分
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
ト
ル
コ
が
過
去
約
二
年
の

間
に
中
東
各
地
で
軍
事
行
動
を
拡
張
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
抗
す
る

陣
営
形
成
が
促
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
反
イ
ラ
ン
網
と
緩
や
か
に

重
な
り
始
め
た
。

　

シ
リ
ア
内
戦
を
終
結
さ
せ
る
た
め
の
ト
ル
コ
と
ロ
シ
ア
の
ア
ス
タ

ナ
合
意
（
一
六
年
）
を
イ
ラ
ン
が
仲
介
し
た
経
緯
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
七
年
六
月
、
ト
ル
コ
は
、
ア
ラ
ブ
四
ヵ
国
に
よ
る
カ
タ
ー
ル
断
交

の
際
に
、
カ
タ
ー
ル
防
衛
の
た
め
に
部
隊
を
派
兵
し
た
。
こ
の
時
か

ら
、
カ
タ
ー
ル
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
の
緩
や
か
な
協
力
関
係
が
可
視

化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
年
一
〇
月
以
降
、
ト
ル
コ
は
、
シ
リ
ア
の
北
部
に
介
入
し
て

安
全
地
帯
を
設
置
し
、ア
サ
ド
政
権
に
よ
る
反
乱
軍
へ
の
総
攻
撃（
イ

ド
リ
ブ
侵
攻
作
戦
）
を
阻
止
し
続
け
て
き
た
。
だ
が
、
今
年
二
月
、

シ
リ
ア
軍
名
義
の
ロ
シ
ア
空
軍
機
は
、
ト
ル
コ
部
隊
を
空
爆
し
て
、

兵
士
三
〇
名
以
上
を
殺
害
し
た
。
す
る
と
こ
の
攻
撃
後
の
五
月
、
ト
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ル
コ
が
軍
事
支
援
す
る
リ
ビ
ア
西
部
の
暫
定
政
府
軍
は
、
ロ
シ
ア
の

支
援
を
受
け
る
リ
ビ
ア
東
部
の
「
リ
ビ
ア
国
民
軍
」（
Ｌ
Ｎ
Ａ
）
に

強
力
な
軍
事
攻
撃
を
加
え
た
。
エ
ル
ド
ア
ン
政
権
は
、
対
話
戦
略
を

喪
失
し
て
暴
走
気
味
で
あ
る
。
も
は
や
国
内
に
は
、
政
権
の
失
政
に

対
す
る
批
判
勢
力
や
抑
止
力
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

リ
ビ
ア
は
エ
ジ
プ
ト
の
裏
庭
で
あ
る
が
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
対
テ
ロ
軍
事

作
戦
で
エ
ジ
プ
ト
に
協
力
し
て
き
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
今
年
四
月
ま

で
に
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
製
対
空
シ
ス
テ
ム
を
エ
ジ
プ
ト
経

由
で
「
リ
ビ
ア
国
民
軍
」
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
ト
ル
コ
の
支
援
す

る
リ
ビ
ア
政
府
軍
に
対
抗
し
て
い
た
。

　

簡
単
に
い
う
な
ら
、
東
地
中
海
の
ガ
ス
田
の
権
益
を
め
ぐ
る
地
域

紛
争
も
絡
み
合
っ
て
、
現
在
、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
、
キ
プ
ロ
ス
、
イ

ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
」
対
「
ト
ル

コ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
イ
ラ
ク
」
の
緩
や
か
な
対
立

の
構
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
二
陣
営
は
、
短
期
間
で
組
み
替
え
が
起
き
そ
う
な
不
安
定
な

構
図
だ
が
、
二
〇
二
一
年
の
中
東
情
勢
を
占
う
起
点
と
な
る
。
九
月

一
日
、
ト
ル
コ
と
ロ
シ
ア
は
リ
ビ
ア
内
戦
の
停
戦
と
政
治
的
解
決
に

合
意
し
た
。
ま
た
、
三
月
以
来
の
イ
ド
リ
ブ
停
戦
合
意
の
履
行
の
た

め
の
監
視
協
力
活
動
の
継
続
を
再
確
認
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
内
戦

の
行
方
は
不
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
、
シ
リ
ア
北
東
部
の

ク
ル
ド
人
を
包
摂
し
た
シ
リ
ア
の
国
民
的
和
解
の
推
進
に
意
欲
を

持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ク
ル
ド
を
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
敵
視
し

て
き
た
ト
ル
コ
の
治
安
政
策
の
柱
と
衝
突
す
る
。
ト
ル
コ
は
、
Ｓ-

４
０
０
対
空
シ
ス
テ
ム
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
国

は
、
安
定
し
に
く
い
「
協
力
」
関
係
に
立
脚
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
中
東
で
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
利
益
や
自
身
の
得
票

に
は
関
係
の
な
い
国
々
、
つ
ま
り
、
リ
ビ
ア
問
題
や
シ
リ
ア
問
題
か

ら
は
手
を
引
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
オ
バ
マ
政
権
の
時
代
か
ら
進
ん

で
き
た
米
国
の
中
東
関
与
最
小
化
政
策
の
流
れ
に
あ
っ
た
。
だ
が
、

九
月
二
日
、
米
国
は
三
三
年
ぶ
り
に
キ
プ
ロ
ス
に
対
す
る
武
器
禁
輸

を
一
〇
月
一
日
か
ら
一
年
間
、
部
分
的
に
解
除
す
る
と
発
表
し
た
。

す
る
と
翌
日
、
ト
ル
コ
は
九
月
八
～
二
五
日
ま
で
、
ロ
シ
ア
が
東
地

中
海
で
海
軍
演
習
を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
米
国
の
民
間
石
油
会

社
が
、
シ
リ
ア
北
東
部
の
ク
ル
ド
民
主
軍
（
Ｓ
Ｄ
Ｆ
）
と
二
五
年
間

の
石
油
輸
出
契
約
を
結
ん
だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
米
国
は
、
引
き

ず
り
込
ま
れ
る
か
の
よ
う
に
、こ
の
地
域
へ
の
関
与
を
強
め
て
い
る
。

シ
リ
ア
と
東
地
中
海
に
お
け
る
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
、
米
国
、
Ｅ
Ｕ
の

複
雑
な
関
係
は
、
火
薬
庫
を
創
り
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

湾
岸
情
勢
は
米
大
統
領
選
に
左
右
さ
れ
る
？

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
、
イ
ラ
ン
核
合
意
（
Ｊ
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Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
か
ら
の
離
脱
を
決
定
し
た
。
今
年
八
月
一
〇
日
、
ト
ラ

ン
プ
氏
は
、
も
し
も
大
統
領
に
再
選
さ
れ
れ
ば
、
イ
ラ
ン
と
新
し
い

核
合
意
の
締
結
を
目
指
す
と
発
言
し
、
一
四
日
に
米
国
は
国
連
安
全

保
障
理
事
会
で
対
イ
ラ
ン
武
器
禁
輸
措
置
の
延
長
を
提
案
し
た
が
、

否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
翌
日
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
安
保
理
で
対
イ

ラ
ン
制
裁
を
復
活
さ
せ
る
手
続
き
を
と
っ
た
が
、
他
の
四
ヵ
国
の
安

保
理
常
任
理
事
国
は
そ
れ
を
否
決
し
た
た
め
、
米
国
が
対
イ
ラ
ン
多

国
間
軍
事
制
裁
を
再
開
で
き
る
見
通
し
は
遠
く
な
っ
た
。

　

一
方
で
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
自
分
が
当
選
し
た
ら
、
米
国
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Ａ
に
復
帰
す
る
と
何
度
も
約
束
し
た
。
実
現
す
れ
ば
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ

へ
の
復
帰
手
続
き
は
、
簡
単
に
進
む
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
バ
イ

デ
ン
氏
は
、
イ
ラ
ン
に
ソ
フ
ト
な
政
策
一
辺
倒
で
あ
る
わ
け
で
は
な

い
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
も
と
も
と
親
イ
ス
ラ
エ

ル
派
で
あ
り
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
弾
道
弾
ミ
サ
イ
ル
開
発
計
画
に
見
直

し
圧
力
を
か
け
る
見
込
み
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
再
開
の
た
め
に
費
や
せ
る

時
間
は
少
な
い
。
イ
ラ
ン
の
ロ
ー
ハ
ニ
大
統
領
が
任
期
を
二
〇
二
一

年
八
月
に
終
え
た
後
、
イ
ラ
ン
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
反
対
す
る
強

硬
派
の
新
政
権
が
誕
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
観

測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
想
定
外
」
の
事
態
は
、
バ
イ
デ
ン

政
権
の
イ
ラ
ン
政
策
を
迷
走
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
が
当
選
し
た
場
合
、
米
国
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
策

は
見
直
さ
れ
る
と
の
観
測
が
浮
上
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
、
過
去
最
高
額
の
武
器
を
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
売
却
す
る
こ

と
に
成
功
し
て
き
た
。
だ
が
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を

「
賎
民
国
家
」
と
い
う
強
い
言
葉
で
非
難
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

米
国
の
軍
事
費
を
削
減
す
る
と
公
約
し
て
い
る
。
も
し
も
バ
イ
デ
ン

新
政
権
が
就
任
し
た
ら
、
一
五
年
以
来
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
主
導
の

ア
ラ
ブ
連
合
軍
に
よ
る
イ
エ
メ
ン
介
入
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
支
援

を
打
ち
切
る
提
案
を
す
る
見
込
み
が
あ
る
。
民
主
党
は
、
米
議
会
で

は
反
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
法
案
を
支
持
す
る
立
場
な
の
で
、
米
議
会
で

の
共
和
党
支
配
が
崩
れ
た
と
き
が
実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
る
だ
ろ

う
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
過
去
数
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
秘
密
裏
に
軽

微
な
軍
事
的
調
整
を
紅
海
で
実
施
し
て
き
た
が
、
公
式
な
国
交
正
常

化
に
踏
み
切
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
Ｕ
Ａ
Ｅ
に
よ
る

「
正
常
化
」
の
結
果
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や
Ｕ
Ａ
Ｅ
国
民
な
ど
の
反
応

が
安
定
す
る
ま
で
の
数
年
は
判
明
し
な
い
。
ま
た
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

政
権
は
、パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
和
平
交
渉
に
乗
り
出
す
見
込
み
は
な
く
、

ア
ラ
ブ
人
の
心
情
に
対
し
て
無
神
経
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
と
バ
イ
デ
ン
政
権
の
ど
ち
ら
も
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ

ス
ラ
エ
ル
と
を
仲
介
す
る
役
割
は
果
た
せ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
●




